
F-SOAIP ワークシート【初回・導入・OJT 版】    年  月  日 氏名：       職種： 
※同意いただける場合には、□内に✓をご記入ください。□受講者間での共有 □今後の研修教材としての使用 

 

©一般社団法人 F-SOAIP 実践･教育研究所 2025 

❷ 
SOAIP 
 

❶ 援助が困難・うまくいった ／ 書けていない・書けている 
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❸ 
 
 

❹できたこと 
 

❺難しかったこと 
 

❻ 
F： 
 
 

❼ワーク前後の気づき・学び・
変化 
 

❽今後の展望 
 

❻の欄：  
・上段のワークをふまえて、F, S, O, A, I, P の項目を 用いて、書き直
してみましょう。 

・F は、最初の 1 行目に記入します。既に❸で考えてみた F をあらた
めて考えてみましょう。 

・F を決めることにより、当該記録場面の実践過程を焦点化でき、記
録内容を取捨選択できます。 

・F-SOAIP は生活モデルに立脚する経過記録法ですので、F は SOAP
のような問題点を列挙するわけではありません。F は当該記録場面
をイメージできるようなタイトルとご理解下さい。 

・F の表現については、テキスト 11 頁をご参照下さい。 
・ S, O, A, I についてはその順番も、用いる回数も制約はありませ
ん。 

・P は最後の行に記入します。 
 
❼の欄： 
・ワークシートを行う前後での、気づきや学び、考え方の変化などに
ついて記入して下さい。 

 
❽の枠： 
・今後、どのように F-SOAIP を活かしたいかについ て記入して下さ
い。 

 
※テキスト 
 嶌末憲子･小嶋章吾『医療･福祉の質が高まる生活支援記録法[F-

SOAIP] 多職種の実践を可視化する新しい経過記録』中央法規、
2020 年、64-68 頁に詳細説明あり。 

❶の欄： 
・自分自身の支援経過記録の場面で、F-SOAIP で書き換えた
い場面を思い出しながら記入するか、その場面をコピーで
きる場合には、ここに張り付けて下さい。 

 
・取り上げるのを避けた方がよい場面は、次のとおりです。 
×数行の簡単な対応場面 
×この❶の欄に記入しきれない場面 
×初回面接の場面 
×カンファレンスの場面 

 
・この「ワークシート」に初めてチャレンジする場合は、【初
回】を〇で囲みます。 

 
・既に F-SOAIP を導入している場合には、あらためて検討
したい F-SOAIP の場面を用います。【導入】を〇で囲みま
す。 

 
・取り上げた場面が、「援助が困難な場面」か、「うまくいっ
た場面」を選びます。 

・取り上げた場面が「うまく書けていない」か、「うまく書け
ている」を選びます。  

【導入・ OJT 
版】では、❶ に
も F-SOAIP に
よる記録場面を
記載しますの
で、❻では、記
録場面の内容
（アセ  スメン
トやアプローチ
等） に立ち入っ
た  検討ができ
ます。 

❼の欄： 
・ワークシートを行う前後
での、気づきや学び、考
え方の変化などについて
記入して下さい。 

❽の枠： 
・今後、どのように F-SOAIP を
活かしたいかについ て記入し
て下さい。 

❷の欄： 
❶の欄に記
入または貼
り付けた記
録のどの部
分が、S, O, 
A, I, P に相
当するか、
ここに記号
を書き出し
てみます。
記録そのも
のにアンダ
ーラインか
マーカーを
引いてみる
のもよいで
しょう。 

❸の欄： 
・❶の場面を改めて S, O, A, I, 

P に沿って思い出し、各項目
別に  補足が必要な場合や
漏れていた内容があれば、
該当する項目に記入し、❶
のどこに挿入すべきか、矢
印（→）で示して下さい。 

・❸までをふまえ、F を考えて
記入してみましょう。 

❹❺の欄： 
・❶～❸まで
の作業をふ
りかえって
記入して下
さい。 

・対応そのも
ののふりか
えりではあ
りません。 



記載例 

  

展望 
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